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Ⓙ弾弾性性フファァイインンウウレレタタンンＵＵ１１００００（ウレタン系・２液・弱溶剤系） 

（主材がＤＤＡＡＮＮフフィィララーーエエポポの場合） 

ⒿフファァイインンウウレレタタンンＵＵ１１００００（ウレタン系・２液・弱溶剤系） 

（主材がＤＤＡＡＮＮフフィィララーーリリフフレレッッククススの場合） 

 

＊既存塗膜の状態や下地の種類等により、主材塗りに先立って下塗材（シーラー）が必要な場 

合もあります。 

（水水性性カカチチオオンンシシーーララーー（（透透明明・・ホホワワイイトト））、フファァイインン浸浸透透シシーーララーー（（透透明明・・ホホワワイイトト））など） 

 

 

 

４４．．５５．．７７  部部分分改改修修工工法法  

部分改修工法は、次による。 

(ｱ) 薄付け仕上塗材の場合は、4.5.6 の(1)から(4)までにより、既存部分との模様合わ 

せを行い、全面に上塗補修材又は可とう形改修塗材を塗る。 

(ｲ) 厚付け仕上塗材及び複層仕上塗材の場合は、4.5.6 の(5)から(9)までにより、下塗 

材及び主材で既存部分との模様合わせを行い、全面に上塗材又は可とう形改修塗材

を塗る。 

(ｳ) 防水形複層仕上塗材の場合は、4.5.6 の(10)及び(11)により、下塗材及び主材で既 

存部分との模様合わせを行い、全面に上塗材を塗る。 
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